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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物種子浸出液に見出した事である。

　　　　　　まえがき　　　　　　　　　　　　　　　　即ち，Dolichos　biflorusの種子の浸出液にA型血

　ヒトのA型1血球には，抗原性の強いAl型と弱いA2　　球を作用させると，　A1型血球は強く凝集されるが，

i型との亜型があることは，von　Dungem「＆Hirsz－　　A2型血球は殆ど凝集されないで，　A1型とAg型と

feld①により始めて報告されて以来，よくしられてい　　　では，はつきり区別することができる。

ることである。　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　この植物凝集素による亜型判定方法の出現により，

　しかし，亜型の分類方法や，Al及びA2型血球の　　　A1型血球とA盤型1血球との間では，質的に異つてい

性状については，その発見以来多くの論議がなされて　　　る感を益々深くしている。

きた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお，遺伝型式についても・Landsteiner　and
　即ち，Schiff　u　HUbener②，佐々木③，赤石④等　　Levine⑪⑫，その他により，　Al型はA鶉型に対して

はA型亜型とは，血球の単なる感度の個人差にょるも　　　優性に遺伝することも判つてきた。

のであると考え，さらにA1型とA2型との中間に位　　　さらに最近に数り，　A2型よりもなお弱いAa型⑩

する中間型のあることを指摘し，こ乳らから，血球の　’　やAx型⑭及びAm型⑯のA型亜型が発見されてい

単なる抗原量の多少のみで，A型1血球をA1型とA2　　る。

型の2群の亜型に分けることは不適当であると述べ，　　　　Race⑯の分類によると，　Ax型とはB型ヒト血清

さらにA型亜型の存在すらも否定している。　　　　　　　中のαには，非常に弱くかまたは殆ど反応しないが，

　これに反して，von　Dungetn　u　Hirszfeld①は吸　　　0型ヒト煎L清には割含によく反応するmi型血球で，今

収法により，Thomsen　u　Friedenreich⑤等は吸収　　　迄にA4，　Ar，，　Ao，　Az等と云つて発表されたもの

曲線法により，Blinov⑥は和合力試験によつてA型　　　は，これに属すると云われており，　Am型の方はB型

血球を明らかにA1型とA2型の2群に分けることに　　　ヒト血清に．も0型ヒト血溝にも同じように弱くか，ま

成功している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　たは殆ど反応しないA型亜型であると云われている。

　本邦においても，国行⑦は凝集阻止試験，吸収曲線　　　このように，A型亜型につての報告は多彩をきわめ

法，和合力試験等の各種の亜型判定方法を用いて，日　　　ているが，B型亜型についての報告は，誠にi蓼々とし

本人のA型亜型（A2型）の頻度は0．61％であつたと　　ている。

報告している。　　　　　　　　　　　　　　　　、これはB型血球の場合，A型血球におけるA・a型に
　まk，Landsteiner⑧等はA型亜型血清中に存在し　　　相当するようなB型亜型の例数が非常に少いためで，

た不規則凝集素α1及びα2を検討して，Al型とAs　　－一時はB型亜型は存在しないとまで愛われていた’。・

型とでは質的な差異のあることを強調した。　　　　　　　それが最近になり，Moullex⑰を始め諸家の研究に

　このように，A型亜型の｛生状の差異が質的な問題な　　　より，　A型亜型と同じようにB2⑱⑲，　Bn⑲，　Bx⑳，

のか，または抗原の量的の問題なのかは，A型亜型の　　　Bw⑳型等の亜型血球が発見されてきた。

存否にまで発展している。　　　　　　　　　　　　　　　しかし，これらB型亜型は非常に稀で，未だ数例の

　最近，Bird⑨⑩は植物凝集素（Dolichos　biflQrus）　　発見例にとどまつている。

による亜型判定方法を発見した。　　　　　　　　　　　　著者は，日本製薬血液銀行に来所した供血者のなか

　¢の方法は，absorbed　anti－Aと同様の性質を植　　から，　Bx型と思われる血球を3例発見したので，こ
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こに報告する。

　なお，この研究の一部は第9回日本輸血学会総会に　　　　　　　　　検査成績

おいて，口演したものである。　　　　　　　　　　　　　1）氏名，年令，性別，血液型：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この3名の供血者の氏名，年令，性別及びABO式
　　　　　検査材料および実験方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以外の血液型は，つぎのようである

　　1）　ヒト血球；　　　　　　　　　　　　　　第1例：小○重O郎（K．J．），33才の男子，　MNs

　検査に使用した血球は・保存血用として採血した　　　（＋），q，　CcDee，　Le（a－），　k（＋），　Fy（a＋），　Jk

ACD加血液より小分けし・3回生理食塩水にてよく　（b＋）型。

洗灘した後・坐理食塩水で2％の浮準液として使用し　　　第2例：河0清（K，K．），20才の男子，　MN，　Q，

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CcDEe，　Le（a－），　kk，　Fy（a十），　Jk（b十）型。

　　2）検査血清3　　　　　　　　　　　　　　第3例：中○孝0郎（N．K．），28才の男子，　N，

血清の採血にあたつては・抗凝固剤を入れないで無　q，CCDee，　L，（。一），　Fy（・＋），　Jk（b＋）型。

菌的に肘静脈より採血し・充分に凝固させてから血清　　．ABO式血液型については，抗A及び抗B判定用血

を分離し・非働化して用いた。　　　　　　　　　　　　清に作用させると，いずれも陰性であつたので，始め

　　3）凝集反応：　　　　　　　　　　　　　は0型と判定された。

　食塩水法にて室温により判定する場合には，スライ　　　そして，3人の血蒲中の抗A及び抗B凝集素をみる

ド法を用い・その他の場合は全て試験管法によつた。　　　と，第1表に示したように抗A凝集素は，各々16，

　　4）凝集阻止試験：　　　　　　　64，128の凝鱗価を示して規則的｝こ存在したが，抗
　一定壁の血球を生理食塩水で倍数稀釈して遠心し，　　　B凝集素は全く認められなかつた。

上湾の食塩水を充分に除き，その血球沈渣に，一定の

凝集素価に調整した抗血清を等量加えて充分混和し，

Pt温2時間，氷室に一夜おいて吸着し，遠心して后そ　　　　〔第1表〕血溝中の抗A及が抗B凝集素価

の上清について凝集反応をしらべ，凝集の起らなくな

つたときの最少血球量を求めた。　　　　　　　　　　　氏　名

　唾液にょる凝輿阻1と試験は，血球の場合と同じく，

唖液を倍数稀釈して，それに等量の抗血清を加え，

37℃げこ2時間吸着して調べた、，

　　5）　　酵素処理法：

K．J，

　プロメリン法は，pH　5．5の燐酸緩衝液1容と生理　　　K．　K．

食塩水9容との混合液に，0．5％の割合にプロメリン

を加えて溶液とし，被検血清0・1ccにこのブPtメリソ

澱を1滴加え，さらに血球の灘灘・滴加えて，　N・　K・

室撮5分で判定した。トリプシン法は，2％の一血球浮

遊散に1％の、トリプシン生理食塩水溶液をt／10量加

血　清

種　類

抗　A

抗　B

抗　A

抗　B

抗　A

抗　B

血　清　稀　釈　度

1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1

1　　　2　　　4　　　8　　　16　　32　　64　　ユ28　256　512

廿＋＋＋－1－一一一一

ll卜＋升＋＋＋＋↓1－一

＋ff＋＋＋＋刊一一一

えて処理し，この処理血球を被検血清に作用させて，　　　　このため，これ等3人の人達は，血液型は0型であ

1，000r・P・mL　1分間遠心して判定した。　　　　　　　　るが血蒲中の凝集素が欠落している型であろうと始め

　　6）　Coombs法：　　　　　　　　　　　　　　　　　は推測された。

　Coombs試薬は，東京標準血清製K．　K，製造のもの　　　　　2）唾液型：

を用い　抗体による感作は37°Cに1時間行った。　　　　つぎに，3人の唾液中のABO型質の有無を検討し

　　7）　抗体解離試験：　　　　　　　　　．　　　　　てみた。

　被検血球を対応する抗1血清に等量加え，室温2時　　　　抗血清は，凝集素価8に調整された抗Aおよび抗B

間，氷室で1夜吸蒲し，この抗体を吸着した血球塊を　　　血清とOS型ヒト唾液免疫ニワトリ血清を用いて凝集

生理食塩水でよく洗い，これを等量の生理食塩水で浮　　　阻止試験を行つたところ，第2表に示したような結果

遊液として，56℃5分間加温する。　　　　　　　　で，3人とも唾液中にB型質と0（H）物質を相当燈分

　そして，遠心して上清液を分離し，その中に抗体が　　　泌していることが判つた。

解離しているかを凝集反応で検した。　　　　　　　　　　このように，唾液中にB型質を分泌し，血清中には
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抗A凝集素だけしかもつていないのであるから，これ　　　〔第3表〕　各種抗B血清との反応

ら3人の血液型は0型では無く・本当にはB型であつ　　血清

たわけである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種類

〔第2表〕，唾液による抗B及び抗0（H）凝集素　　　　A
　　　　　に対する凝阻藥止試験　　　　　　　　　　　　型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
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　　3）舗抗・熊との跡　　　　鑑
　そこで，再び，この3人の血球を，省種の抗B1血渚　　疫清

に作用させてみた。

　その結果は第3表に示したように，64と512の力価

作用血球
血　清　稀　釈　度

1　1　1　　ユ　1　　1　1　1　　1　ユ　　1

1248153264コ282565121024
対照B血球十卜朴＋＋＋’＋＋　率一一一

K．J．血球

K．K．血球

N．K，血球

対照B血球

K，∫．血球

K・K．血球

N．K．血球

対照B血球

KJ・血球

K，K．Ifu球

冊卦什＋＋＋＋＋＋十

升一＋＋＋十一一一一

＋↓ P－一一一一一一一一

十

N．K血球＋

対照B血球ト卦柵帯冊升十十十十L

K。」．1血tW1・一一～一一一一一－a－一一一

K．正く．1f旺eni－一一一一一一一　一一一一一

N，K．血球一一　一一一一　一　一一一　一

の抗B凝集素（A型ヒト血満）と1024の力価の抗B免　　　〔第1衰〕100例の0型血清中陽性に反応す

疫抗体（B型ヒト血球免疫ニワトリ血蒲）には，全く　　　　　　　　るものの数

蹴傭鑑差囎蕩錺長鍵禁欝謙
そ鵜囎・数を鞭・，A型・・1備・・例と・　櫨’

型ヒト血清100例について調べてみた。この場合，爽　　　K・K・
嚇法を簸水法澗接…m・・法，トリプ・…lk，・謙：

プロメリン法の4種類の方法を用いた。　　　　　　　　　血球

食塩水法臨。m、，叢

15　　　　　14

21　　　　　9

4　　　　　　8

トリプシンプロメリン
　法　　　　法

2↓　　　　　38

2δ　　　　　46

32　　　　　68

　その結果A型ヒト血満には全例陰性であつたが，0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

型ヒト血清には，第4表に示すように粗当数の血清が　　　』を行つてみた。

陽性の反応を示し，とくにブPメリソ法では陽性の検　　　　その結果は，第5表に示したように3人とも殆ど凝

出率が高かつた。つぎに0型ヒト血清の或る種のもの　　　集を阻止しなかった。

が，何故この3人の血球とよく反応するのかを検討す　　　　このことから，この3人の血球は抗B凝集素を吸着

るため，陽性の0型ヒb血清にっいて，A型およびB　　する能力が，殆ど無いものと考えられる。

型ヒト血球，3人の血球等いろいろの血球を用いて交　　　　5）抗B凝集素に対する解離試験：

叉吸収試験を行つてみたが，血清の反応の度合が非常　　　　256の凝集素価の抗B凝集素（A型ヒト血清）を用

に弱いため，はつきりとした結果を得ることができな　　いて，これら3人の血球による抗体解離試験を行つて

かつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みたところ，第6表に示すように，各J血球は抗体を殆

　　4）凝集阻止試験；　　　　　　　　　　　　、　　　ど吸蒲しないが，解離試験では僅かながら抗B凝集素

　これら3人の血球を用いて，擬集素価8に調整され　　を解離していた。このことから，これらの血球は抗B

た抗B血清（A型ヒト血清）に対して，凝集阻止試験　　　凝集素を吸着したり，それと反応したりする能力は無
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〔第5表〕抗B血清に対する凝集阻止試験　　　　　　　〔第7表〕抗E（ウナギ）血清に対する被凝集価

吸着拍1球

種　　類

対
　　No．慧
照

塁N・・2

111　．、N・・3

K，」。血球

K．1〈．血球

N．K，血球

吸　着　血　球　量

「i21”ri　1111111　　作用lfit球
1t12481632641282565L2

一一一一一一一一 g・＋　AE型血球
↓＋　　　　Be型血球

↓－　　　　0型血球
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一一
P＋＋＋＋＋＋＋＋ナ＋　　K．J．血球

一1
　－十・＋十十十十十十十十　　　　K．K．血球

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N，K，」血球

血　清　稀　叙　度

1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1
1　　　2　　　4　　　8　　16　　a2　　64　128　256　512　 1204
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帯帯朴＋升＋＋＋＋sト

冊卦→十十卜＋＋一ト＋＋一一

冊→十卦十十＋＋＋⊥
〔第6蓑〕抗B凝集素の吸着及び解離試験

抗体処理法
　　　凝　集　素　価　　　　　　　〔第8表〕抗H植物凝集素（Ulex　eu「opeaus）

ユ．1．ユ．⊥⊥⊥よよよ一．L　　　　　　　　に対する反応
1　　　2　　　4　　　8　　　16　　32　　64　　128　256　512

吸収酬柵冊柵＋＋十
正常B型tilt球
吸　　着　　盾
K．　」，J血球吸蒋后

K・K．血球吸着后

N・K．血球吸着后

正常B血球解離后

K・J，血球解離后

K・K．血球解離后

N・K・血球解離后

作　用　ittL球
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十
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凝　集　素　価
1　　1　　1　　1　　t　　1　　1　　1
10　　20　　40　　80　　160　320　6・量0　　12SO

帯紐柵H【一一一

十

騨」L　　＿　　＿　　ny　　＿輔　　一　　一　　一

制H十升＋

帯卦＋↓
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いが，血球表面に抗体を附着させるだけの抗原物質が　　　い，血清の中には抗A凝集素だけで，抗B凝集素の無

あることが判つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　いことから，始めはDUnsford等の云う所謂“Lan－

　　6）抗0（H）凝集素に対する反応：　　　　　dsteiner法則に反する血液”の範疇に入るものかと

　抗E（ウナギ）血湾と抗H植物凝藥素（UleX　eur。一　　考えられたが，唾液中にはB型質を相当量分泌してお

peaus）に対する血球の被凝集価を調べてみたとこ　　　り，また抗B凝集素に対する解離試験により，血球衷

ろ，第7表および第8表に示したように」抗0（H）　　面に僅かながら抗B凝集素を附着させる抗原物質が存

凝集素に相当強く凝集されている。　　　　　　　　　在していること等から，これら3人のヒト達の血液型

　これは，この3人の血球が0（H）物質を比較的大量　　　はB型であることが判つた。そして，この血球はB型

にもつていることを示している。　　　　　　　　　　質の非常に弱いB型亜型であることも判明した。

　　7）血溜中のB型質：　　　　　　　　、　　　　また，これ等3人の血球は，0型ヒト血清に割合によ

　血漕中にB型質が存在するかについて，3人の血清　　　く反応しているので，Rac6⑯にょるA型亜型分類の

を用いて，抗B凝集素に対する凝集阻止試験を行つて　　なかで，Ax型とされているものと同じ性状のもので

みたが，3人とも殆ど吸藩せず，血清中にはB型質が　　あると考えられるのでBx型と名づけた。

存在しないと云ってもよいことが判つた。，　’　　　　なお，0型ヒト血清の或る種のものが，何故にこの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3人の血球を，特有に凝集させるのかにっいては，い
　　　　　総括および考按．　　　1　　　　　　　　ろいろ検討してみたが，その反応が非常に弱いだめ，

　今回，著者の経験した3人のヒトの血液は，血球側　　　はっきり断定することはできなかつたが，交叉吸収試

から血液型を判定した場合は，0型と判定されてしま　　験より，A型とB型との共通抗原であるC抗原の働き
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ではなかろうかと推測された。　　　　　　　　　　　　素だけしかなかつた。

　つぎにBx型が何のような機序で発生したかにらい　　　3）　3人の血球は，0型ヒト」血清のあるものには割

ては，Race＆Sanger等⑯は変異遺伝子の働きを考　　　合によく反応しており，特…にブPメリソ法で著明であ

えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つた。

　即ち，ABO遺伝子の座位以外の座位にある変異遺　　　　4）抗体解離試験により，これら3人の血球は抗B

伝子が存在し．この働きによりB型遺伝子の現れ方が　　　凝集素を吸着する能力は無いが・血球表面に抗体を附

抑制されたために起つたものと考え，そして，これが　　着させるだけの抗原物質をもつていることが判つた。

さらに強く抑制されて，唾液中のB型質の発現までが

抑制されたものが，B。mbey　Typeであると述ぺて　　　　　　　　文　　献
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